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第一章 緒  論
 豆腐は克 く邦人の嗜好に適し,古 来,四 季を通 じて
我国では利用の広い食品の一つである。従て,そ の調
理の方法も種 々あ るが特r夏 の豆 腐は生喰い が好ま
れ,例 えば冷奴や白和え等はその主なものであろう。
殊に奴豆腐は製法が普通の豆腐 とは異な り,生 喰いの
ほかには殆 ど喰べ ようのない組成のものであ るか ら,
この奴豆腐は夏季に於け る消化器伝染病の媒体 とな る
機会 も多 く,従 て食品衛生上関心の強い食品の一つで
ある。
 抑々豆腐は,普 通の豆腐にせ よ,奴 豆腐にせよ,製造
されてか ら販売され る迄,そ れが店頭,行 商品の別な
く,そ の容器 として一般にご水槽が用い られ,そ して客
渡しは販売の都度,売 子の手先によつて,直接水槽内か
ら,そ の豆腐が掬い上げられているのが普通である。
 しか し他方,人 の手指は,一 般に衛生的に極めて不
潔勝であることは今更戴に喋々を要せず,専 問家の克
く認める事実であるが,上 記のように,手 の指先によ
つての掬い上げ操作が繰 り返され る事にて,豆 腐の漬
水が如何に不浄化されているかは想像に余 りあろう。
 殊に朝夕,市 中を行商する豆腐屋 のひき廻 る水槽中
の漬水の細菌的汚染の度合には言語に絶す るものがあ
る。
 斯様に豆腐の漬水が 指先に由来 す る細菌 汚 染に際
し,同 時に万一にも腸内 病原菌, 例えばS・TyPhi
and S. Paratyphi, etcを 始め,他 の一般のSalmo-
nella, Paracoli group. (Food Poisonal group
bacilli)或 はV. cholerae, Shigella groupの よう
な,一 般腸内病原菌の汚染を受けた場合,夏 季高温多
湿の季節下にあつては尚更のこと,豆 腐は勿論,豆 腐
由来の有機物を多 く含むその漬水は,そ のまま直 ちに
各種細菌類の好適な培養基 となつて,菌 の増殖の有 り
得ることは後述の如 く,一 ・般生菌の異常に多 く存在す




が行商の豆腐であつた ことや,昭 和9年7月 ～8月 に
かけて,東 京都淀橋区に発生した65人 の集団腸チ フス
の伝染経路 も,地 元衛生当局の発表に よれぽ,主 婦の
不明熱を隠 くして営業を続けていた豆腐屋の豆腐が媒
体であつたこと,又 昭和6年,茨 木県の古河での百余
名の腸チフス集団発生 も,そ の伝染経路は,軽 症 チフ
ス患者を隠蔽 していた,一 豆腐屋に販売 された奴豆腐
が,原 因食であつたこと,及 び昭和31年8月,京 都市
伏見保健所管内で一,名がSalmonella菌 による豆 腐





病の一つであ る,赤 痢流行は,極 めて激 しく,全 国津
々浦 々に,そ の病原である赤痢菌は浸淫 し,そ のため
に病後,或 は健康赤痢保菌者の数は非常に多 く,年 間
全国で600万 ～700万 人が数え られ,「 手がつけ られ
ない」 と嘆息 しているのが,今 日の衛生行政当局のい
つわ らざる告白である。
 抑々,赤 痢菌の感染を受ける と,Salmonella group
の諸菌の場合 とは異な り,同 菌は血行中に侵入せず,
腸管内のみに定着 し特徴の 諸症状 を発呈 するのであ




は,連 続的である場合 と,断 続的である場合とがある
が,こ のような ことは,専 問家の手で検証 されて始め
て判明す る事 であつて一般人が,日 常生活内に於いて
は,知 る術のない事柄であ る。 しか し,こ のような保
薗状態の場合,そ の保 菌者の 菌が,Shigella group
であつても,亦Salmonella groupく では尿か らも排
泄され る,に しても,是 等の 者から,川 便後の 指先
に よつて,飲 食物に散布される場合が非常に多い こと
昭和33年12月(1958)
で,そ の実例報告も数多いことである。即 ち,私 達が
用便後の後始末によって,糞 便菌が用紙を潭過 して指
先を汚染する状態は普通便(硬 度)の 場合で,用 紙4
～5枚,更 に泥状便,水 様便 と,排 便中の水分が多 く
なるにこつれて,10～15～20枚(普 通のチ リ紙)と,糞 便
菌の通過 し得 る紙数は増えるものである。従て,夫 れ
程に用便後の手指の汚染度も高 まる訳けであるが,こ
のことは既に平田教授や,北 研の安斉博士に よつ て,
嚢に実験的に立 証 され ている事実であ る。
 このように,糞 便菌に汚染 され勝 ちの指先を再 々突
込んでは水槽中の豆腐をその手先で掬い上げることに
よつて,豆 腐のその漬水の汚染度は次第に高 まるので






 而 して私は,実 験成績の行政的意義を も兼ね合せる
ことを期 し,厚 生省編纂の衛生検査指針に実験の基準
を措 き,実 施 した。 しか し私は学生である立場か ら,
時間的及その他に種 々の制約があ り,平 田教授の指導
事項をそのまま実験 し得ず,そ のために,十 分に,初
期の成果を挙げ得なかつたことは真に遺憾 とするも,
今回の私のこの実験 を第一 回とし,不 充 分な点を補
い,誤 報を改め る第二,第 三の後続研究者を期待 し,
その実を挙げて,以 て市井の食品衛生の向上に寄与さ
れ ることを切望 しつつ,本 問題の初志の貫徹を乞い願
うものである。
第二章 実験方法並に検体について
第一節 実 験 方 法
 緒論 に述べ た よ うに,薗 検索 その他 実験方 法等は,
厚生 省衛生検 査指針 を参考に,型 の如 くBGLB培 地
(栄 研)使 用を以 て始 め,大 き くColi group, Salmo-
nella group,  Sh.igella group, Paracoli group
(1956年 のKauffmann氏 の改 訂 前の呼 び 名)の 諸
菌 を検 索 の対 象 とし,且 つ 加え て一般生 活細菌 数 をも
調査す るこ ととした。 分離培 養は繁 を避 け,栄 研製造
のEndo-agar一 式 とした。 次で確認 培養基 として,
Semi-agar, Kligler-agar,平 田教授 の赤 痢菌 発色培
地 「平田」,等 を用 いて結果 を出 し,更 に確認試 験 と
して,Indol and V・P, M.R,試 験等 を も 実施 し,之
等成績 を綜合 考察 して,分 離 菌の培養上 の 同定をな
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し,尚Salmonella, Paracoli group と思わせ る分
離 菌は 更 に 診 断 用 因子 諸血 清(北 研)を 用い て,
Antigenicに 同定す るこ とに した。 尚此 の度 の実験 に
於い ては,幸 に して私 はShigella groupを 疑 う菌 を
見なかつ た こ とを蝕 に附 記 し,喜 び とす る ものであ る。
 検体 とした豆腐漬水は,頭 初 の企図は同一店のもの
は,朝 夕のものに就いて調査 し,そ れを更に季節的に
比較観察するプランであつたが,時 間的に余裕が得 ら
れず,検 査件数を基準 とす る外,術 がなかつた。 しか




 期  間  夏季(7月 ～8月),秋 季(10月 ～11月)
 採 取 数        104件,      106件
 採取時間(1日 内で)PM 2～4.5時, PM 2～5時
 上記のよ うyLf夏 季,秋 季 の検体に就て,細 菌学的
に比較観察す る目的で,同 一店頭の漬水を両期一回宛
採取 したが,採 取時間は,一 日の内で,最 も細菌的汚
染度の高い と思惟され る,PM2～4.5～5の 間を選
び,検 体(漬 水)は 夫々水槽の中心部よ り約50cc程
度宛を,所 持の滅菌試験管に採 取し,直 ちに実験室に
持ち帰 り,次 で時を移 さず型の如 くに処理 して実験を
行つた。
第三章 実 験
 前章に述べた要領に基き,採 取 した検体に就て,衛
生検査指針に従い,実 験 したのであ るが,そ の結果を
纏めると末尾の表の如 くである。
 同表を通覧するに,各 供試検体の細菌性汚染の度合
は,極 て高 く,採 取原水(漬 水)1cc中 の,一 般生菌
数は10万 台か ら100万 台を数え,そ して,夏 季検体で
は秋季検体に比 して,一 般生菌数は稽々多いようであ
るが,顕 著な差は見 られなかつた。而 し店頭販売の水
槽でも,一 日数回の水交換を実行することによ り,更
に又その水交換が,終 日流水式 に,水 道水を導入して
ある場合には一 層細菌汚染の程度は軽減 し,留 め水式
のものに較べて著明な差が見られた。
 尚本実験に於いて,私 共の驚いたことは,飲 食品の
細菌学的衛生検査に於て.最 も重視すべ ぎ,所 謂腸内
細菌汚染の指標 とされ るところの,大 腸菌群の培養検
出率が非常に高かつたことであ る。即ち,夫 れは,夏




もので,而 うして此の事実は,周 知のように,食 品衛
生上最 も忌むべ き成績である。牛乳や飲料水,そ の他
加工乳飲料等,総 て大腸菌の検出は,一 個た りとも食
品衛生上容認出来 ないことに法定 さ れてい るのであ
る。即 ち,夫 れは,腸 内病原菌侵入の危険を招 く場合
のあ り得 るか らである。
 尚私は.,本 実験中Salmonella菌 囚子 群血 清(0-
3)に 強度に疑集 し,且 つ生物 学的 性状 としては,
Indol-R一 陰性, V・P-一陰性, MR一 陽性, H2S一
陽性,Kligler-agarに て一/AG,の 性状を顕わす ところ
の無芽胞 ・運動性の小桿菌を12件 の検体(夏 季8件,
秋季4件)に 確 認 した。 是等 の菌は,Salmonella
Cgroup Y:.属す るもの と推定するが,確 実な る型同定
には尚厳密なるAn±igen analysisを 必要 とするので
あるが,今 回は種属の同定のみに,余 儀な く終つたこ
とを遺憾 とするものである。更に又,私 は同時に後表
掲示のように,Arizona groupの 菌を夏季検体に9
件,秋 季検体に5件 計14件 の検体について検 出したこ










mannが, Genus Arizonaと して, Salmollellaと
同列に独立せ しめた ものである。又1956年 迄でpara
coli groupと して上記Arizonaと 共に同 列に おか
れたBethesda paracoli(今 日のCitorobacter. Be-
thesda)に より,京 都市立 貞教小学 校に 給食が原囚
とな り,集 団食中毒の発生(118名)が あ り(1955年),
京都市衛生研究所業績(第13号)に 報告 されている等
の如 く,所 謂弱毒性腸内病原菌群が,食 中毒を惹起し
た実例報告は,衛 生検査技術の進歩 向上 と共V'.次 第
にその頻度を 高めて い るところか ら,自 然界に於け
る,之 等弱毒性腸内病原菌群の分布も,可 成広いもの
であろ うことがよく窺われ るのである.
 そこで,夏 季のf,喰 い食品 として極めて需要度の広
い豆腐の,そ の漬水中に,上 述のように,相 当に高率
にSalmonella and Arizona等 の 諸菌群 が 検出 さ
れるこ とは食品衛生上の大きな関心事 とせねばな らな
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いであろ う。
 当京都府,市 にあつては,既 に豆腐漬水の衛生的危
害防止の観点か ら,塩素消毒法を,条 例によつて指導中
とは聞 くも.本 剤は特有の臭気が強 く,業 者間では,
営業上に受け る影響を虞れ る結果,殆 ど該消毒法を採
用 していないのが実状で,本 業者自身 も亦此の間の事
情 を認めている。然るに,叙 上 したよ うに,豆 腐漬水




 豆腐は,我 々の日常生活,/rYt_.於いて,特 に生食の機会
の極めて多い食品であ る。そこで,営 業上の取扱いに
ついては,衛 生的に種 々関心の持たれる ところである
にもかかわず,従 来,是 が媒体 となつた消化器伝染病
の集団発生は,緒 論に も述べたように,履 々報告 され
ているところであ る。 そこで私は今回一般市販の豆腐





(1)即 ち,本 実験の結果,私 は一般市阪の豆腐のその
 漬水が,細 菌学的に極めて汚染度の高いことを知つ
 た。
② 私の実験は,夏 季(7～8月)と,秋 季(10～11
 月)に 別けて,店 頭 ものは夏 ・秋,同 一店の漬水に
 ついて比較検査し,又 行商品については,出 会の行
 商者個々について漬水を貰い受けて検査に附 した。
 その結果は,店 頭 ものについても,亦 行商 ものにつ
 いても,漬 水中の・一 般生菌数 は真に賜 しく,検 体
 1cc中10万 台か ら100万 台を算 した。而 して今回の
 実験では夏 ・秋 の差は殆 ど見 られなかつた。
(3)私 は ,本 実験中,夏 季検体104件 中92件 に,秋
 季検体106件 中94件 に生活大腸菌を検 出したが,こ
 のことは.生 喰いの機会の極めて多い豆腐の,そ の
 漬水 として,公 衆衛生上黙過出来ない重大なる事実
 だ と信ずる。・
(4>尚 同時に,私 は今回取扱つた検体にSalmonella
 に一致す る生物 学 的 特 質,例 え ばKligler-agar
 -!AG, V.P-一 陰性, M. R-一 陽性, H2S一 陽性,
 111dol-R.一陰性の無芽胞・運動性の小桿菌を,夏季検
 体中にご8件,秋 季検体中に4件 検出し,本 菌は.].2件
昭和33年12月(1958) 一 一53一
 共にSalmonella C groupの 群因子血清(北 研)
 に強度に被凝性を有す るものであつたが,本 回は,
 泓は是等分離12菌 株のAntigen analysisを 検討す
 ることを得なかつたので,型 別の出来なかつたこと
 は之を遺憾に思 う。
(5)更 にご私は,本 実験に於い て叙上Salmonella菌
 の検出と同時に,Arizona菌14株(夏 季 検体に9
 件,秋 季検体に5件)を 検出Lた が.Gellus Ari-
 zonaは 食中毒起因菌群 として,厚 生省も既 に認
 め,衛 生検査指針にも既に指導しているところであ
 り,京 都に於て,平 田教授が,昭 和28年 度に本菌に
 原因する集団食中毒事件を2回 に渉つて実態を把握
 して確認 し,学 界に報告 しており,こ のような細菌
 が,食 品衛生上の危険を醸 し易い状態にある豆腐の
 漬水か ら検出された ことは,前 項のSalmonella
 菌の検出事実 と共に実に戦標 ものである。
 叙上のように,一 ・般市販の豆腐の漬水は,食 品衛生
上極めて危険な状態に曝露 されている事を知つた。而
し今回は幸に して,私 は赤痢菌の検出は之を見なかつ
たが,今 我国に於いては年間600万 人～700万 人の赤
痢菌保有者が都鄙を問わず広 く分布 している実状に鑑
み,上 述のよ うに,特 に生喰いの機会の多い食品 とし
て知 られた豆腐のその漬水か ら,糞 便的汚染の指標 と
も謂われる大腸菌の 多 くが検 出される のみで なく,
Salmonella菌 やArizona菌 等の ような定説のある
食中毒菌群迄が 検出され る状態に あることを 知ると
き,豆 腐漬水のこのような状態は全国的傾向にあるも
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夏 季 第 二 同 試 験(1957・年7月)
＼ 検査種 目及
 '＼  菌種





































































































































} 夏 季 第 三 回 試 験(1957年7月)
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夏 季 第 四 回 試 験(1957年8月)
＼検奮種畠㍍ 馨細菌数「B壁 塾
一
検 体採 ＼ ＼ (検 体1cc中....培.____養、




     13j14
     i
152,700  1  十
396,400  i  十
296,400     十
362,900  i  十


























181  1＄15,000  1
19   1542,000










            1+ !一;一
+旨L。 。up 3,
                        コ
+ ! + 1 - i





    !     27  
1136,000
     28 1 4106,000
     29「594,4…
(水流 し)130  129,000


















_ i _   _












夏 季 第 五 回 試 験(1957年8月)
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夏 季 第 六 回 試 験(1957年8月)
検鱒晶難 馨繍
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昭和33年12月 「1958) _民F夕_璽」'
秋 季 第 一 回 試 験(1957年10月)
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